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(57)【要約】
　中空構造を有する支持手段を用いて水冷構造を構成し
、専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上すること
ができる集魚灯、集魚灯装置およびその冷却方法を提供
する。集魚灯１００は、光源体１０と、冷却構造部材と
しての支持手段２０と、前カバー３０と、後カバー４０
とから構成されている。支持手段２０は、中空構造を有
するパイプ状の部材から形成され、長手方向に冷却液が
通過するための貫通孔２１と、貫通孔２１の内部へ突出
して散熱面積を増やすための凸部２２と、後カバー４０
を支持するカバー支持部２３とを有する。光源体１０は
支持手段２０の前面に取り付けられる。点灯する際に、
冷却液を支持手段２０の内部に通過させることで光源体
１０を冷却することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　船上からの光で魚類を集める集魚灯において、
　発光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、
　前記基板側に配置され前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造
部材と備え、
　前記冷却構造部材は、長手方向の両端側に前記船に設置する際に保持される保持部を有
することを特徴とする集魚灯。
【請求項２】
　前記冷却構造部材は、前記基板の背面に配置され、中空構造を有することを特徴とする
請求項１記載の集魚灯。
【請求項３】
　前記冷却構造部材は、長手方向の表面側に前記基板を取り付ける基板取付面と、長手方
向に貫通する孔と、冷却液用配管に接続する端部とを備える杆状部材であることを特徴と
する請求項２記載の集魚灯。
【請求項４】
　前記孔の内部に放熱するためのフィンが形成されることを特徴とする請求項３記載の集
魚灯。
【請求項５】
　船上からの光で魚類を集める集魚灯装置において、
　発光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、
　前記基板側に配置され、少なくとも１つの前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路
を形成する冷却構造部材と、
　前記冷却構造部材の長手方向の一端または両端側の所定部位を保持する保持手段とを備
えることを特徴とする集魚灯装置。
【請求項６】
　船上からの光で魚類を集める集魚灯装置において、
　発光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、
　前記基板側に配置され、少なくとも１つの前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路
を形成する冷却構造部材と、
　前記冷却構造部材の長手方向の両端側の所定部位を回動可能に保持する保持手段と、
　前記冷却構造部材を所定角度に回動させ、前記光源体の照射角度を調整する角度調整手
段とを備えることを特徴とする集魚灯装置。
【請求項７】
　前記冷却構造部材は、前記基板の背面に配置され、中空構造を有することを特徴とする
請求項５または請求項６記載の集魚灯装置。
【請求項８】
　前記角度調整手段は、手動で前記冷却構造部材を所定角度に回動させ、止めネジで固定
することを特徴とする請求項６記載の集魚灯装置。
【請求項９】
　船上からの光で魚類を集めるための集魚灯装置の冷却方法において、
　発光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体の基板側に中空構造の冷却構造
部材を配置し、該冷却構造部材は、少なくとも１つの前記光源体を支持すると同時に冷却
液の通路を形成し、かつ長手方向の両端側に前記船に設置する際に保持される保持部を有
し、
　前記冷却構造部材の一端または両端側の前記保持部を保持し、
　集魚灯装置が点灯する際に、前記冷却液を前記冷却構造部材の中に通過させ、前記光源
体を冷却することを特徴とする集魚灯装置の冷却方法。
【請求項１０】
　前記冷却構造部材の中を通過した冷却液を前記冷却構造部材に接続された冷却液用配管
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を介して循環させ、前記光源体を冷却することを特徴とする請求項９に記載の集魚灯装置
の冷却方法。
【請求項１１】
　前記冷却構造部材の中を通過した冷却液を前記冷却構造部材に接続された冷却液用配管
を介して放出し、前記光源体を冷却することを特徴とする請求項９に記載の集魚灯装置の
冷却方法。
【請求項１２】
　前記冷却構造部材の中に冷却液としての海水を通過させ、前記光源体を冷却することを
特徴とする請求項９ないし請求項１１のいずれかに記載の集魚灯装置の冷却方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、いか釣船、サンマ漁船などの漁船に取り付けられ、船上からの光で魚類を集
め、効率よく漁を行うための集魚灯に関する。詳しくは、発光ダイオード（ＬＥＤ）光源
の発熱を効率的に放熱して発光ダイオード本来の機能を十分に発揮させるとともに、耐久
性の向上を図る集魚灯、集魚灯装置およびその冷却方法に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　集魚灯としては現在、多数の光源（白色光源、メタルハライド灯）を船体上方の部位に
並設し、船上から海面を照射するものである。従来、いか釣船などの漁船に設置される集
魚灯を夜間に点灯させると船体両側の水面を照らして魚類が船体の近くに集まる習性を利
用してイカや魚などを捕獲する。
【０００３】
　近年、漁船の燃費を削減し、水中での光減衰が少なくするために、発光ダイオードを光
源とする集魚灯が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　図１５は、青色系発光ダイオードを光源とする集魚灯の例を示す図である。この場合、
集魚灯５００は、発光ダイオード５０１を光源とする。青色系発光ダイオードを複数個、
基板５０２の上にマトリックス状に配置して、ＬＥＤ面状光源に構成する。この集魚灯５
００は、船上に吊り下がるように取付けられる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１３４９６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上述した集魚灯５００のように、大量の発光ダイオードを使用する場合は、発
光ダイオード自体から発せられる熱による発光ダイオードの劣化が発生するという問題点
があった。
【０００７】
　また、上述した集魚灯５００の冷却方法に関して、発光ダイオード光源は空気中で自然
冷却のみであり、冷却液で発光ダイオード光源を冷却する方法は用いられなかった。
【０００８】
　また、上述した集魚灯５００を用いて集魚灯装置を構成する場合、集魚灯５００を船上
に吊り下がるように取付けるしかない、風および船の揺れにより集魚灯が不安定になり、
損壊の恐れがあるという問題点があった。
【０００９】
　そこで、本発明は、光源体を支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造部材の
中に冷却液を通過させることで、専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上することが
できる集魚灯、集魚灯装置を提供することを目的とする。
【００１０】
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　また、冷却構造部材の一端または両端を保持することで、より安定的に固定することが
できる集魚灯装置を提供することを目的とする。
　また、冷却構造部材の中に冷却液を通過させ、冷却液を循環させまたはそのまま放出す
ることができる集魚灯装置の冷却方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明に係る集魚灯は、請求項１～４に記載の手段を採用す
る。
【００１２】
　即ち、請求項１に記載のように、船上からの光で魚類を集める集魚灯において、発光ダ
イオードを基板に多数配置して構成される光源体と、前記基板側に配置され前記光源体を
支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造部材と備え、前記冷却構造部材は、長
手方向の両端側に前記船に設置する際に保持される保持部を有することを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項２に記載のように、前記冷却構造部材は、前記基板の背面に配置され、中
空構造を有することを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項３に記載のように、前記冷却構造部材は、長手方向の表面側に前記基板を
取り付ける基板取付面と、長手方向に貫通する孔と、冷却液用配管に接続する端部とを備
える杆状部材であることを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項４に記載のように、前記孔の内部に放熱するためのフィンが形成されるこ
とを特徴とする。
【００１６】
　上記課題を解決するため、本発明に係る集魚灯装置は、請求項５～８に記載の手段を採
用する。
【００１７】
　即ち、請求項５に記載のように、船上からの光で魚類を集める集魚灯装置において、発
光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、前記基板側に配置され、少なく
とも１つの前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造部材と、前記
冷却構造部材の長手方向の一端または両端側の所定部位を保持する保持手段とを備えるこ
とを特徴とする。
【００１８】
　また、請求項６に記載のように、船上からの光で魚類を集める集魚灯装置において、発
光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、前記基板側に配置され、少なく
とも１つの前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造部材と、前記
冷却構造部材の長手方向の両端側の所定部位を回動可能に保持する保持手段と、前記冷却
構造部材を所定角度に回動させ、前記光源体の照射角度を調整する角度調整手段とを備え
ることを特徴とする。
【００１９】
　また、請求項７に記載のように、請求項５または請求項６の集魚灯装置において、前記
冷却構造部材は、前記基板の背面に配置され、中空構造を有することを特徴とする。
【００２０】
　また、請求項８に記載のように、請求項６の集魚灯装置において、前記角度調整手段は
、手動で前記冷却構造部材を所定角度に回動させ、止めネジで固定することを特徴とする
。
【００２１】
　上記課題を解決するため、本発明に係る集魚灯装置の冷却方法は、請求項９～１２に記
載の手段を採用する。
【００２２】
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　即ち、請求項９に記載のように、船上からの光で魚類を集めるための集魚灯装置の冷却
方法において、発光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体の基板側に中空構
造の冷却構造部材を配置し、該冷却構造部材は、少なくとも１つの前記光源体を支持する
と同時に冷却液の通路を形成し、かつ長手方向の両端側に前記船に設置する際に保持され
る保持部を有し、前記冷却構造部材の一端または両端側の前記保持部を保持し、集魚灯装
置が点灯する際に、前記冷却液を前記冷却構造部材の中に通過させ、前記光源体を冷却す
ることを特徴とする。
【００２３】
　また、請求項１０に記載のように、請求項９の集魚灯装置の冷却方法において、前記冷
却構造部材の中を通過した冷却液を前記冷却構造部材に接続された冷却液用配管を介して
循環させ、前記光源体を冷却することを特徴とする。
【００２４】
　また、請求項１１に記載のように、請求項９の集魚灯装置の冷却方法において、前記冷
却構造部材の中を通過した冷却液を前記冷却構造部材に接続された冷却液用配管を介して
放出し、前記光源体を冷却することを特徴とする。
【００２５】
　また、請求項１２に記載のように、請求項９ないし請求項１１のいずれかの集魚灯装置
の冷却方法において、前記冷却構造部材の中に冷却液としての海水を通過させ、前記光源
体を冷却することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の請求項１記載の集魚灯によれば、冷却液が冷却構造部材の内部を通過すること
で、光源体を冷却することができ、また、専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上す
ることができる。そのため、発光ダイオードの劣化等が発生することを抑制することがで
きる。
【００２７】
　本発明の請求項２記載の集魚灯によれば、冷却構造部材は、基板の背面に配置され、中
空構造を有することで、基板の背面で直接冷却することができる。
【００２８】
　本発明の請求項３記載の集魚灯によれば、冷却構造部材は、長手方向の表面側に前記基
板を取り付ける基板取付面と、長手方向に貫通する孔と、冷却液用配管に接続する端部と
を備える杆状部材であるため、既製の杆状部材（例えばパイプ状部材）を用いることがで
きる。
【００２９】
　本発明の請求項４記載の集魚灯によれば、冷却構造部材の通孔の内部に放熱するための
フィンが形成されることで、熱伝導面積を増やすことができる。
【００３０】
　本発明の請求項５記載の集魚灯装置によれば、冷却液が冷却構造部材の内部を通過する
ことで、光源体を冷却することができ、また、専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向
上することができる。そのため、発光ダイオードの劣化等が発生することを抑制すること
ができる。また、冷却構造部材の一端または両端を保持することで、より安定的に固定す
ることができる。
【００３１】
　本発明の請求項６記載の集魚灯装置によれば、光源体の照射角度を自由に調整すること
ができる。冷却液が冷却構造部材の内部を通過することで、光源体を冷却することができ
、また、専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上することができる。そのため、発光
ダイオードの劣化等が発生することを抑制することができる。また、冷却構造部材の一端
または両端を保持することで、より安定的に固定することができる。
【００３２】
　本発明の請求項７記載の集魚灯装置によれば、冷却構造部材は、基板の背面に配置され
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、中空構造を有することで、基板の背面で直接冷却することができる。
【００３３】
　本発明の請求項８記載の集魚灯装置によれば、角度調整手段は、手動で前記冷却構造部
材を所定角度に回動させ、止めネジで固定することで、機構を簡潔化することができ、コ
ストの削減を図ることができる。
【００３４】
　本発明の請求項９記載の集魚灯装置の冷却方法によれば、集魚灯装置が点灯する際に、
冷却液を冷却構造部材の中に通過させ、光源体を冷却するようになされるので、専用の冷
却機構を設けずに、冷却効果を向上することができる。そのため、発光ダイオードの劣化
等が発生することを抑制することができる。
【００３５】
　本発明の請求項１０記載の集魚灯装置の冷却方法によれば、冷却構造部材の中を通過し
た冷却液を冷却構造部材に接続された冷却液用配管を介して循環させ、光源体を冷却する
ことにより、冷却液を再利用することができ、冷却液のコストを削減することが可能とな
る。
【００３６】
　本発明の請求項１１記載の集魚灯装置の冷却方法によれば、冷却構造部材の中を通過し
た冷却液を冷却構造部材に接続された冷却液用配管を介して放出することにより、冷却液
を再処理することが必要なく、再処理に関する設備費用を削減することができる。また循
環使用ための冷却液の処理コストを削減することができる。
　本発明の請求項１２記載の集魚灯装置の冷却方法によれば、冷却液しての海水を用いる
ことで、淡水を節約することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】集魚灯１００の構成例を示す斜視図である。
【図２】集魚灯１００の構成例を示すＡ－Ａ断面図である。
【図３】集魚灯装置１０１の構成例を示す斜視図である。
【図４】集魚灯装置１０１の構成例を示すブロック図である。
【図５】集魚灯装置２００の構成例を示す斜視図である。
【図６】集魚灯装置２００の構成例を示すブロック図である。
【図７】集魚灯装置２００の配置状態を示す側面図である。
【図８】集魚灯装置２００の配置状態を示す平面図である。
【図９】集魚灯装置３００の構成例を示すブロック図である。
【図１０】集魚灯装置３００の配置状態を示す側面図である。
【図１１】集魚灯装置３００の他の配置例を示す図である。
【図１２】集魚灯の他の構成例を示す断面図である。
【図１３】集魚灯の他の構成例を示す断面図である。
【図１４】集魚灯の他の構成例を示す断面図である。
【図１５】従来の発光ダイオードを光源とする集魚灯の例を示す図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１　漁船
　１０　光源体
　１１　発光ダイオード
　１２　配線基板
　１３　絶縁層（防水用シール材）
　１４　取付部
　２０　支持手段
　２１　貫通孔
　２２　凸部
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　２３　カバー支持部
　３０　前カバー
　４０　後カバー
　５０　軸受
　５１　固定手段
　６０　回転機構
　７０　モータ（制御部を含む）
　８０ａ，８０ｂ　冷却液入口、出口ジョイント
　８１　入口配管
　８２　出口配管
　９０　ポンプ
　９１　船底弁
　９２　海水こし器
　９３　圧力調整弁
　９４　流量調整弁
　９５　複式ストレーナー
　９６　電解処理装置
　９６ａ　電解制御部
　９７　流量スイッチ
　９８　エア抜き電磁弁
　１００，４００Ａ，４００Ｂ，４００Ｃ　集魚灯
　１０１，２００，３００　集魚灯装置
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態の集魚灯、集魚灯装置およびその冷却
方法について説明する。
【００４０】
　図１～３は、本発明の第１の実施の形態を示す図である。図１は、集魚灯１００の構成
を示す斜視図である。図２は、集魚灯１００の構成を示すＡ－Ａ断面図である。図３は、
集魚灯装置１０１の構成例を示す斜視図である。図４は、集魚灯装置１０１の構成例を示
すブロック図である。
【００４１】
　図１、図２に示すように、集魚灯１００は、光源体１０と、冷却構造部材としての支持
手段２０と、前カバー３０と、後カバー４０とから構成されている。ここで、支持手段２
０は、光源体１０を支持すると同時に冷却液の通路を形成し、光源体１０を冷却するため
の冷却構造を構成する。
【００４２】
　光源体１０は、複数個の発光ダイオード（ＬＥＤ）１１を配線基板１２の上にマトリッ
クス状に配置して構成される面状光源である。この例では、長方形の面状光源とされる。
配線基板１２と支持手段２０との間に絶縁層１３が設けられる。発光ダイオードとして、
青色系、緑色系、または赤色系等の発光ダイオードを用いることができる。
【００４３】
　支持手段２０は、中空構造を有する杆状の部材、例えば耐蝕アルミから形成される。こ
の支持手段２０は、長手方向に冷却液が通過するための貫通孔２１と、貫通孔２１の内部
へ突出して散熱面積を増やすための凸部（フィン）２２と、後カバー４０を支持するカバ
ー支持部２３とを有する。支持手段２０の前面は配線基板１２を取り付ける取付部１４が
形成される。配線基板１２は支持手段２０の前面に熱伝導可能に取り付けられる。
【００４４】
　この例において、支持手段２０は、２つの貫通孔２１を有し、各貫通孔２１の内部にお
いて配線基板１２を取り付ける側に１つの凸部２２が設けられている。なお、貫通孔２１
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の個数は２つに限定されるものではない。また、凸部２２を複数にしてもよい。凸部２２
の間に溝が形成され、冷却液は配線基板１２に近い位置まで到達することができる。
【００４５】
　また、支持手段２０は、カバー支持部２３の両側に溝２４，２５を有し、また、前カバ
ー３０を取り付けるためのカバー取付面２６，２７を有する。
【００４６】
　前カバー３０は、光透過性を有する樹脂、例えばポリカーボネートから成型される。こ
の前カバー３０は、外部へ突出する凸状曲面に形成されている。この形状にすることで、
風に対する抵抗を減少する効果が得られる。また、前カバー３０は、支持手段２０のカバ
ー取付面２６，２７に取り付けるための取付部３１，３２を有し、また、後カバー４０と
嵌合する嵌合部３３，３４を有する。
【００４７】
　後カバー４０は、樹脂（例えば、ＡＢＳ樹脂）を用いて外部へ突出する凸状曲面に成型
されている。この形状にすることで、風に対する抵抗を減少する効果が得られる。後カバ
ー４０は、支持手段２０のカバー支持部２３に支持される。また、後カバー４０は、前カ
バー３０と嵌合する嵌合部４１，４２を有する。
【００４８】
　また、図３、図４において、集魚灯１００を用いた集魚灯装置１０１の構成例を示して
いる。図３および図４に示すように、集魚灯装置１０１は、集魚灯１００と、保持手段と
しての軸受５０と、回転機構６０と、回転機構６０を駆動するモータ（制御部を含む）７
０と、冷却液入口、出口ジョイント８０ａ，８０ｂと、入口、出口配管８１，８２と、ポ
ンプ９０と、冷却液貯蔵容器Ｔとから構成されている。
【００４９】
　集魚灯１００の支持手段２０は、軸受５０により所定角度範囲において回動可能に支持
されている。角度調整手段としてのモータ（制御部を含む）７０と回転機構６０は、回転
機構６０を介して支持手段２０を所定角度に回動させ、集魚灯１００の照射角度を調整す
るようになされる。
【００５０】
　また、冷却液入口、出口ジョイント８０ａ，８０ｂは、支持手段２０と入口、出口配管
８１，８２との間に配置され、支持手段２０と入口、出口配管８１，８２とを相対的に回
動可能に接続するようになされている。
【００５１】
　集魚灯装置１０１が点灯する際に、ポンプ９０により冷却液貯蔵容器Ｔから冷却液を吸
い上げ、入口配管８１を経由して支持手段２０の中に通過させ、そして出口配管８２より
放出する。このように、発光ダイオード１１と配線基板１２からなる光源体１０を冷却さ
せる。なお、この集魚灯装置１０１において、冷却液を出口配管８２を介して冷却液貯蔵
容器Ｔに戻して循環させ、再利用するようにしてもよい。
【００５２】
　このように本実施の形態においては、集魚灯装置１０１は、集魚灯１００と、軸受５０
と、回転機構６０と、モータ７０と、冷却液入口、出口ジョイント８０ａ，８０ｂと、入
口、出口配管８１，８２と、ポンプ９０と、冷却液貯蔵容器９０ａとから構成され、集魚
灯１０１は、光源体１０と、支持手段２０と、前カバー３０と、後カバー４０とから構成
されている。支持手段２０は、中空構造を有するパイプ状の部材から構成され、長手方向
に冷却液が通過するための貫通孔２１を有する。
【００５３】
　これにより、支持手段２０は、光源体１０を支持すると共に、冷却機構の一部となり、
冷却液を通過させることで光源体１０を冷却することができる。
【００５４】
　そのため、集魚灯１００に専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上することができ
、発光ダイオードの劣化によって破損や不安定化、さらには輝度の低下等が発生すること



(9) JP WO2007/096938 A1 2007.8.30

10

20

30

40

50

を抑制することができる。
【００５５】
　また、支持手段２０を所定角度に回動させ、光源体の照射角度を調整する角度調整手段
（回転機構６０とモータ７０）を設けることで、光源体１０の照射角度を自由に調整する
ことができる。
【００５６】
　また、集魚灯１００に、凸状曲面に成型される前カバー３０と、凸状曲面に成型される
後カバー４０とを用いることで、風に対して抵抗が小さく、漁船に取り付ける固定機構へ
の負荷を軽減することができる。
【００５７】
　なお、イカ釣りの場合、イカの目は青色光に対して比較的に高い感度を有するため、青
色系、または緑色系の発光ダイオードの光源で集魚すると、より効果的である。
【００５８】
　以下、本発明の第２の実施の形態の集魚灯、集魚灯装置およびその冷却方法について説
明する。図５は、集魚灯装置２００の構成例を示す斜視図である。図６は、集魚灯装置２
００の構成例を示すブロック図である。図７は、集魚灯装置２００の設置状態を示す側面
図である。また図８は、集魚灯装置２００の設置状態を示す平面図である。
【００５９】
　図５、図６に示すように、集魚灯装置２００は、複数の集魚灯１００と、軸受５０と、
回転機構６０と、回転機構６０を駆動するモータ（制御部を含む）７０と、冷却液入口、
出口ジョイント８０ａ，８０ｂと、入口、出口配管８１，８２と、ポンプ９０と、船底弁
９１と、海水こし器９２と、流量・圧力調整弁９３と、流量調整弁９４と、複式ストレー
ナー９５と、電解処理装置９６と、電解制御部９６ａと、流量スイッチ９７と、エア抜き
電磁弁９８とから構成されている。
【００６０】
　集魚灯装置２００において、集魚灯１００の構成は上述した集魚灯装置１０１に用いた
ものと同様である（図１、図２参照）。また、図７および図８に示すように、船上から漁
船の両側の海面（ＳＬ）を照射できるように、集魚灯装置２００が漁船に取り付けられる
。
【００６１】
　また、冷却構造部材としての支持手段２０は、保持手段としての軸受５０により所定角
度範囲において回動可能に支持されている。モータ（制御部を含む）７０と回転機構６０
は、回転機構６０を介して支持手段２０を所定角度に回動させ、集魚灯１００の照射角度
を制御するようになされる。
【００６２】
　また、冷却液入口、出口ジョイント８０ａ，８０ｂは、支持手段２０と入口、出口配管
８１，８２との間に配置され、支持手段２０と入口、出口配管８１，８２とを相対的に回
動可能に接続するようになされている。
【００６３】
　また、船底弁９１は、船底部に設けた海水を導入するための弁である。海水こし器９２
は、海水を濾過する濾過器である。圧力調整弁９３は、ポンプ９０の入口、出口間の圧力
差を調整するものである。流量調整弁９４は、ポンプ９０の出口流量調整弁である。複式
ストレーナー９５は、海水を濾過する濾過器である。電解処理装置９６は、海水の電解処
理を行う電解処理装置である。流量スイッチ９７は、冷却用水の流量を検知し、制御信号
を出力するようになされている。エア抜き電磁弁９８は、冷却液配管中の空気を上部から
排出するために設けられた排気弁である。
【００６４】
　集魚灯装置２００が点灯する際に、ポンプ９０は船底より海水（冷却液）を吸い上げ、
濾過、電解処理後の海水を入口配管８１を経由して支持手段２０の中に通過させ、そして
出口配管８２より放出する。このように、発光ダイオード１１と配線基板１２からなる光
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源体１０を冷却させる。なお、この集魚灯装置２００において海水を循環させ、再利用す
るようにしてもよい。
【００６５】
　このように本実施の形態においては、集魚灯装置２００は、複数の集魚灯１００と、軸
受５０と、回転機構６０と、回転機構６０を駆動するモータ（制御部を含む）７０と、冷
却液入口、出口ジョイント８０ａ，８０ｂと、入口、出口配管８１，８２と、ポンプ９０
と、船底弁９１と、海水こし器９２と、流量・圧力調整弁９３と、流量調整弁９４と、複
式ストレーナー９５と、電解処理装置９６と、電解制御部９６ａと、流量スイッチ９７と
、エア抜き電磁弁９８とから構成され、集魚灯１００は、光源体１０と、冷却構造部材と
しての支持手段２０と、前カバー３０と、後カバー４０とから構成されている。支持手段
２０は、中空構造を有するパイプ状の部材から構成され、長手方向に冷却液が通過するた
めの貫通孔２１を有する。
【００６６】
　これにより、支持手段２０は、光源体１０を支持すると共に、冷却機構の一部となり、
光源体１０を冷却することができる。また、複数の集魚灯１００を設けることで、支持手
段２０の中を通過する冷却液により複数の集魚灯１００の光源体１０を同時に冷却するこ
とが可能である。
【００６７】
　そのため、集魚灯１００に専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上することができ
、発光ダイオードの劣化によって破損や不安定化、さらには輝度の低下等が発生すること
を抑制することができる。
【００６８】
　また、支持手段を所定角度に回動させ、光源体の照射角度を調整する角度調整手段（回
転機構６０とモータ７０）を設けることで、光源体１０の照射角度を自由に調整すること
ができる。
【００６９】
　また、各集魚灯１００において、凸状曲面に成型される前カバーと、凸状曲面に成型さ
れる後カバーとを用いることで、風に対して抵抗が小さく、漁船に取り付ける固定機構へ
の負荷を軽減することができる。
【００７０】
　また、冷却液としての海水を用いて冷却を行うことで、淡水を節約することができ、コ
ストの削減を図ることができる。
【００７１】
　次に、本発明の第３の実施の形態の集魚灯、集魚灯装置およびその冷却方法について説
明する。図９は、集魚灯装置３００の構成例を示す図である。図１０は、集魚灯装置３０
０の設置状態を示す側面図である。ここで、サンマ等魚を漁する場合に用いられる集魚灯
装置について説明する。
【００７２】
　図９に示すように、集魚灯装置３００は、複数の集魚灯１００と、固定手段５１と、冷
却液入口、出口ジョイント８０ａ，８０ｂと、入口、出口配管８１，８２と、ポンプ９０
と、船底弁９１と、海水こし器９２と、圧力調整弁９３と、流量調整弁９４と、複式スト
レーナー９５と、電解処理装置９６と、電解制御部９６ａと、流量スイッチ９７とから構
成されている。
【００７３】
　集魚灯装置３００において、集魚灯１００の構成は上述した集魚灯装置１０１に用いた
ものと同様である（図１、図２参照）。
【００７４】
　この場合、冷却構造部材としての支持手段２０の一端は、保持手段としての固定手段５
１で固定され、他端は自由端とし、出口配管８２を配置されるのみである。集魚灯装置３
００の設置状態は、図１０に示すように、支持手段２０の一端は、固定手段５１で船体に
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固定され、他端（先端）は船から突き出し、複数の集魚灯１００が海面（ＳＬ）を照らす
よう設置される。
【００７５】
　集魚灯装置３００が点灯する際に、ポンプ９０は船底より海水（冷却液）を吸い上げ、
濾過および電解処理後の海水を、入口配管８１を経由して支持手段２０の中に通過させ、
そして支持手段２０の中を通過した冷却液は出口配管８２を経由して船上に戻して放出す
る。このように、発光ダイオード１１と配線基板１２からなる光源体１０を冷却させる。
【００７６】
　このように本実施の形態においては、集魚灯装置３００は、複数の集魚灯１００と、固
定手段５１、冷却液入口、出口ジョイント８０ａ，８０ｂと、入口、出口配管８１，８２
と、ポンプ９０と、船底弁９１と、海水こし器９２と、圧力調整弁９３と、流量調整弁９
４と、複式ストレーナー９５と、電解処理装置９６と、電解制御部９６ａと、流量スイッ
チ９７とから構成され、集魚灯１０１は、光源体１０と、支持手段２０と、前カバー３０
と、後カバー４０とから構成されている。支持手段２０は、中空構造を有するパイプ状の
部材から構成され、長手方向に冷却液が通過するための貫通孔２１を有する。支持手段２
０の一端は、固定手段５１で船体に固定され、他端は船から突き出し、複数の集魚灯１０
１が海面を照らすよう設置される。
【００７７】
　これにより、支持手段２０は、光源体１０を支持すると共に、冷却機構の一部となり、
光源体１０を冷却することができる。また、複数の集魚灯１０１を設けることで、複数の
集魚灯１００の光源体１０を同時に冷却することが可能である。
【００７８】
　そのため、集魚灯１００に専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上することができ
、発光ダイオードの劣化によって破損や不安定化、さらには輝度の低下等が発生すること
を抑制することができる。
【００７９】
　また、支持手段２０の一端を固定するため、サンマ等魚を漁する場合に用いられる集魚
灯装置に好適である。
【００８０】
　なお、上述実施の形態において、集魚灯装置３００は、複数の集魚灯１００が支持手段
２０の長手方向に一列に配置されるものについて説明したが、これに限定されるものでは
ない。例えば、図１１に示すように複数の集魚灯１００を並列に配置してもよい。図１１
は上から見た図を示している。この場合、複数の集魚灯１００は入口、出口配管８１，８
２により支持されることになる。また、集魚灯１００の両端に回動可能なジョイントを設
け、集魚灯１００の照射角度を所定角度範囲においてそれぞれ調整できる。ここで、角度
調整手段としては、手動（マニュアル）方法を用いた機構が考えられる。例えば回動可能
なジョイント８０ａまたは８０ｂに回転止めネジ（図示せず）を設け、手で照射角度を調
整して、そして回転止めネジで固定する。
【００８１】
　また、上述実施の形態においては、支持手段２０は１つの中空構造を有するパイプ状の
部材を用いたものとしたが、これに限定されるものではない。例えば、配線基板１２を取
り付ける基板取付部材と、中空構造を有するパイプ状の部材との２つの部分から構成する
ようにしてもよい。
【００８２】
　また、上述した実施の形態の集魚灯装置１０１，２００においては、回転機構６０とモ
ータ７０を用いて照射角度を調整するものとしたが、これに限定されるものではない。回
転機構６０とモータ７０の代わりに他の照射角度を調整する手段を用いてもよい。例えば
、手動（マニュアル）方法で照射角度を調整する。マニュアル方法の場合は、回転機構６
０とモータ７０が不要となり、軸受５０に回転止めネジを設け、手で照射角度を調整して
、そして回転止めネジで固定する。この場合、機構を簡潔化することができ、コストの削
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減を図ることができる。
【００８３】
　また、上述実施の形態においては、支持手段２０は図２に示す断面形状を有するものに
ついて説明したが、これに限定されるものではない。他の断面形状の中空構造を有するパ
イプ状の部材を用いてもよい。また、例えば図１２、または図１３に示すように、基板取
付部に開口部を有するパイプ状の部材を用いてもよい。
【００８４】
　図１２は、集魚灯の他の構成例を示す断面図である。図１２に示すように、集魚灯４０
０Ａは、複数個の発光ダイオード１１を配線基板１２にマトリックス状に配置して構成さ
れる光源体１０と、冷却構造部材としての支持手段２０と、絶縁層（防水用シール材）１
３とを備えている。ここで、支持手段２０は、光源体１０を支持すると共に、光源体１０
を冷却するための冷却構造を構成する。この場合、支持手段２０の光源体１０を取り付け
る取付部が開口されている。他の構成は上述した集魚灯１００と同様である。
【００８５】
　図１３は、集魚灯の他の構成例を示す断面図である。図１３に示すように、集魚灯４０
０Ｂは、複数個の発光ダイオード１１を配線基板１２にマトリックス状に配置して構成さ
れる光源体１０と、冷却構造部材としての支持手段２０Ａと、絶縁層（防水用シール材）
１３とを備えている。ここで、支持手段２０Ａは、光源体１０を支持すると共に、光源体
１０を冷却するための冷却構造を構成する。この場合、支持手段２０Ａは角パイプであり
、光源体１０を取り付ける取付部が開口されている。
【００８６】
　図１４は、集魚灯の他の構成例を示す断面図である。図１４に示すように、集魚灯４０
０Ｃは、複数個の発光ダイオード１１を配線基板１２にマトリックス状に配置して構成さ
れる光源体１０と、冷却構造部材としての支持手段２０Ａと、絶縁層１３とを備えている
。ここで、支持手段２０Ａは、光源体１０を支持すると共に、光源体１０を冷却するため
の冷却構造を構成する。この場合、支持手段２０Ａは角パイプであり、光源体１０は角パ
イプの表面に設けられた取付部１４に取り付けられる。
【産業上の利用可能性】
【００８７】
　この発明は、イカ、サンマなどの光に反応して集まる魚類の性質を利用して、それらの
魚群を集めるために用いられる集魚灯、およびその集魚灯を利用する漁船における集魚シ
ステム等に適用され、冷却効果を向上し、発光ダイオードの劣化によって破損や不安定化
、さらには輝度の低下等が発生することを抑制する目的に利用できる。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】
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【図１４】

【図１５】

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月11日(2007.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　船上からの光で魚類を集める集魚灯において、
　発光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、
前記基板側に配置され前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造部
材と備え、
　前記冷却構造部材は、中空構造の前記通路を有する杆状部材から構成され、長手方向の
両端側に前記船に設置する際に保持される保持部を有することを特徴とする集魚灯。
【請求項２】
　前記冷却構造部材は、前記基板の背面に配置されることを特徴とする請求項１記載の集
魚灯。
【請求項３】
　前記冷却構造部材は、長手方向の表面側に前記基板を取り付ける基板取付面と、長手方
向に貫通する孔と、冷却液用配管に接続する端部とを備える杆状部材であることを特徴と
する請求項２記載の集魚灯。
【請求項４】
　前記孔の内部に放熱するためのフィンが形成されることを特徴とする請求項３記載の集
魚灯。
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【請求項５】
　船上からの光で魚類を集める集魚灯装置において、
　発光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、
　前記基板側に配置され、少なくとも１つの前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路
を形成する冷却構造部材と、
　前記冷却構造部材の長手方向の一端または両端側の所定部位を保持する保持手段とを備
え、
　前記冷却構造部材は、中空構造の前記通路を有する杆状部材から構成され、長手方向の
両端側に前記船に設置する際に前記保持手段により保持される保持部を有することを特徴
とする集魚灯装置。
【請求項６】
　船上からの光で魚類を集める集魚灯装置において、
　発光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、
　前記基板側に配置され、少なくとも１つの前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路
を形成する冷却構造部材と、
　前記冷却構造部材の長手方向の両端側の所定部位を回動可能に保持する保持手段と、
　前記冷却構造部材を所定角度に回動させ、前記光源体の照射角度を調整する角度調整手
段とを備え、
　前記冷却構造部材は、中空構造の前記通路を有する杆状部材から構成され、長手方向の
両端側に前記船に設置する際に前記保持手段により保持される保持部を有することを特徴
とする集魚灯装置。
【請求項７】
　前記冷却構造部材は、前記基板の背面に配置されることを特徴とする請求項５または請
求項６記載の集魚灯装置。
【請求項８】
　前記角度調整手段は、手動で前記冷却構造部材を所定角度に回動させ、止めネジで固定
することを特徴とする請求項６記載の集魚灯装置。
【請求項９】
　船上からの光で魚類を集めるための集魚灯装置の冷却方法において、発光ダイオードを
基板に多数配置して構成される光源体の基板側に中空構造の杆状部材から構成される冷却
構造部材を配置し、該冷却構造部材は、少なくとも１つの前記光源体を支持すると同時に
冷却液の通路を形成し、かつ長手方向の両端側に前記船に設置する際に保持される保持部
を有し、
　前記冷却構造部材の一端または両端側の前記保持部を保持し、
　集魚灯装置が点灯する際に、前記冷却液を前記冷却構造部材の中に通過させ、前記光源
体を冷却することを特徴とする集魚灯装置の冷却方法。
【請求項１０】
　前記冷却構造部材の中を通過した冷却液を前記冷却構造部材に接続された冷却液用配管
を介して循環させ、前記光源体を冷却することを特徴とする請求項９に記載の集魚灯装置
の冷却方法。
【請求項１１】
　前記冷却構造部材の中を通過した冷却液を前記冷却構造部材に接続された冷却液用配管
を介して放出し、前記光源体を冷却することを特徴とする請求項９に記載の集魚灯装置の
冷却方法。
【請求項１２】
　前記冷却構造部材の中に冷却液としての海水を通過させ、前記光源体を冷却することを
特徴とする請求項９ないし請求項１１のいずれかに記載の集魚灯装置の冷却方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
った。
［０００８］
　また、上述した集魚灯５００を用いて集魚灯装置を構成する場合、集魚灯５００を船上
に吊り下がるように取付けるしかない、風および船の揺れにより集魚灯が不安定になり、
損壊の恐れがあるという問題点があった。
［０００９］
　そこで、本発明は、光源体を支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造部材の
中に冷却液を通過させることで、専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上することが
できる集魚灯、集魚灯装置を提供することを目的とする。
［００１０］
　また、冷却構造部材の一端または両端を保持することで、より安定的に固定することが
できる集魚灯装置を提供することを目的とする。
　また、冷却構造部材の中に冷却液を通過させ、冷却液を循環させまたはそのまま放出す
ることができる集魚灯装置の冷却方法を提供することを目的とする。
課題を解決するための手段
［００１１］
　上記課題を解決するため、本発明に係る集魚灯は、請求項１～４に記載の手段を採用す
る。
［００１２］
　即ち、請求項１に記載のように、船上からの光で魚類を集める集魚灯において、発光ダ
イオードを基板に多数配置して構成される光源体と、前記基板側に配置され前記光源体を
支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造部材と備え、前記冷却構造部材は、中
空構造の前記通路を有する杆状部材から構成され、長手方向の両端側に前記船に設置する
際に保持される保持部を有することを特徴とする。
［００１３］
　また、請求項２に記載のように、前記冷却構造部材は、前記基板の背面に配置されるこ
とを特徴とする。
［００１４］
　また、請求項３に記載のように、前記冷却構造部材は、長手方向の表面側に前記基板を
取り付ける基板取付面と、長手方向に貫通する孔と、冷却液用配管に接続する端部とを備
える杆状部材であることを特徴とする。
［００１５］
　また、請求項４に記載のように、前記孔の内部に放熱するためのフィンが形成されるこ
とを特徴とする。
［００１６］
　上記課題を解決するため、本発明に係る集魚灯装置は、請求項５～８に記載の手段を採
用する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
［００１７］
　即ち、請求項５に記載のように、船上からの光で魚類を集める集魚灯装置において、発
光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、前記基板側に配置され、少なく
とも１つの前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造部材と、前記



(19) JP WO2007/096938 A1 2007.8.30

冷却構造部材の長手方向の一端または両端側の所定部位を保持する保持手段とを備え、前
記冷却構造部材は、中空構造の前記通路を有する杆状部材から構成され、長手方向の両端
側に前記船に設置する際に前記保持手段により保持される保持部を有することを特徴とす
る。
［００１８］
　また、請求項６に記載のように、船上からの光で魚類を集める集魚灯装置において、発
光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体と、前記基板側に配置され、少なく
とも１つの前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路を形成する冷却構造部材と、前記
冷却構造部材の長手方向の両端側の所定部位を回動可能に保持する保持手段と、前記冷却
構造部材を所定角度に回動させ、前記光源体の照射角度を調整する角度調整手段とを備え
、前記冷却構造部材は、中空構造の前記通路を有する杆状部材から構成され、長手方向の
両端側に前記船に設置する際に前記保持手段により保持される保持部を有することを特徴
とする。
［００１９］
　また、請求項７に記載のように、請求項５または請求項６の集魚灯装置において、前記
冷却構造部材は、前記基板の背面に配置されることを特徴とする。
［００２０］
　また、請求項８に記載のように、請求項６の集魚灯装置において、前記角度調整手段は
、手動で前記冷却構造部材を所定角度に回動させ、止めネジで固定することを特徴とする
。
［００２１］
　上記課題を解決するため、本発明に係る集魚灯装置の冷却方法は、請求項９～１２に記
載の手段を採用する。
［００２２］
　即ち、請求項９に記載のように、船上からの光で魚類を集めるための集魚灯装置の冷却
方法において、発光ダイオードを基板に多数配置して構成される光源体の基板側に中空構
造の杵状部材から構成される冷却構造部材を配置し、該冷却構造部材は、少なくとも１つ
の前記光源体を支持すると同時に冷却液の通路を形成し、かつ長手方向の両端側に前記船
に設置する際に保持される保持部を有し、前記冷却構造部材の一端または両端側の前記保
持部を保持し、集魚灯装置が点灯する際に、前記冷却液を前記冷却構造部材の中に通過さ
せ、前記光源体を冷却することを特徴とする。
［００２３］
　また、請求項１０に記載のように、請求項９の集魚灯装置の冷却方法において、前記冷
却構造部材の中を通過した冷却液を前記冷却構造部材に接続された冷却液用
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
持されている。角度調整手段としてのモータ（制御部を含む）７０と回転機構６０は、回
転機構６０を介して支持手段２０を所定角度に回動させ、集魚灯１００の照射角度を調整
するようになされる。
［００５０］
　また、冷却液入口、出口ジョイント８０ａ，８０ｂは、支持手段２０と入口、出口配管
８１，８２との間に配置され、支持手段２０と入口、出口配管８１，８２とを相対的に回
動可能に接続するようになされている。
［００５１］
　集魚灯装置１０１が点灯する際に、ポンプ９０により冷却液貯蔵容器Ｔから冷却液を吸
い上げ、入口配管８１を経由して支持手段２０の中に通過させ、そして出口配管８２より
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放出する。このように、発光ダイオード１１と配線基板１２からなる光源体１０を冷却さ
せる。なお、この集魚灯装置１０１において、冷却液を出口配管８２を介して冷却液貯蔵
容器Ｔに戻して循環させ、再利用するようにしてもよい。
［００５２］
　このように本実施の形態においては、集魚灯装置１０１は、集魚灯１００と、軸受５０
と、回転機構６０と、モータ７０と、冷却液入口、出口ジョイント８０ａ，８０ｂと、入
口、出口配管８１，８２と、ポンプ９０と、冷却液貯蔵容器９０ａとから構成され、集魚
灯１００は、光源体１０と、支持手段２０と、前カバー３０と、後カバー４０とから構成
されている。支持手段２０は、中空構造を有するパイプ状の部材から構成され、長手方向
に冷却液が通過するための貫通孔２１を有する。
［００５３］
　これにより、支持手段２０は、光源体１０を支持すると共に、冷却機構の一部となり、
冷却液を通過させることで光源体１０を冷却することができる。
［００５４］
　そのため、集魚灯１００に専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上することができ
、発光ダイオードの劣化によって破損や不安定化、さらには輝度の低下等が発生すること
を抑制することができる。
［００５５］
　また、支持手段２０を所定角度に回動させ、光源体の照射角度を調整する角度調整手段
（回転機構６０とモータ７０）を設けることで、光源体１０の照射角度を自由に調整する
ことができる。
［００５６］
　また、集魚灯１００に、凸状曲面に成型される前カバー３０と、凸状曲面に成型される
後カバー４０とを用いることで、風に対して抵抗が小さく、漁船に取り付ける固定機構へ
の負荷を軽減することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
れ、集魚灯１００は、光源体１０と、支持手段２０と、前カバー３０と、後カバー４０と
から構成されている。支持手段２０は、中空構造を有するパイプ状の部材から構成され、
長手方向に冷却液が通過するための貫通孔２１を有する。支持手段２０の一端は、固定手
段５１で船体に固定され、他端は船から突き出し、複数の集魚灯１００が海面を照らすよ
う設置される。
［００７７］
　れにより、支持手段２０は、光源体１０を支持すると共に、冷却機構の一部となり、光
源体１０を冷却することができる。また、複数の集魚灯１００を設けることで、複数の集
魚灯１００の光源体１０を同時に冷却することが可能である。
［００７８］
　そのため、集魚灯１００に専用の冷却機構を設けずに、冷却効果を向上することができ
、発光ダイオードの劣化によって破損や不安定化、さらには輝度の低下等が発生すること
を抑制することができる。
［００７９］
　また、支持手段２０の一端を固定するため、サンマ等魚を漁する場合に用いられる集魚
灯装置に好適である。
［００８０］
　なお、上述実施の形態において、集魚灯装置３００は、複数の集魚灯１００が支持手段
２０の長手方向に一列に配置されるものについて説明したが、これに限定されるものでは
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ない。例えば、図１１に示すように複数の集魚灯１００を並列に配置してもよい。図１１
は上から見た図を示している。この場合、複数の集魚灯１００は入口、出口配管８１，８
２により支持されることになる。また、集魚灯１００の両端に回動可能なジョイントを設
け、集魚灯１００の照射角度を所定角度範囲においてそれぞれ調整できる。ここで、角度
調整手段としては、手動（マニュアル）方法を用いた機構が考えられる。例えば回動可能
なジョイント８０ａまたは８０ｂに回転止めネジ（図示せず）を設け、手で照射角度を調
整して、そして回転止めネジで固定する。
［００８１］
　また、上述実施の形態においては、支持手段２０は１つの中空構造を有するパイプ状の
部材を用いたものとしたが、これに限定されるものではない。例えば、配線基板１２を取
り付ける基板取付部材と、中空構造を有するパイプ状の部材との２つの部分から構成する
ようにしてもよい。
［００８２］
　また、上述した実施の形態の集魚灯装置１０１，２００においては、回転機構６０とモ
ータ７０を用いて照射角度を調整するものとしたが、これに限定されるものではない。
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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